
～平成28年熊本地震からの復旧・復興と、 

      世界とつながり、世界と戦えるくまもと農業の実現へ～ 

Ｈ30.１.31            【概要版】 
国家戦略特区ワーキンググループヒアリング資料 

グローバル農業の戦略拠点の形成に向けて 

熊本県 

 “森林の担い手への集約”と、 

       “新たな担い手参入”の加速化・実現に向けて 
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１９４７年１月 

１９６５年（１８歳） 

１９６８年（２１歳） 

１９７１年（２４歳） 

ネブラスカ大学農学部に入学 

旧満州国からの引揚者の両親のもと、九人兄弟の 
七番目として、小作人、借家の貧しい生活を送る 

高校の成績は、２２０人中２００番台。新聞配達のアルバイト。
しかし、「夢は小説家、牧場主、政治家」 

地元稲田村農協を経て、農業研修生として渡米  
しかし、ネブラスカ大学での３ヶ月間の学科研修で、 
学ぶ喜びを初めて実感 
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１９７５年（２８歳） 
ハーバード大学大学院博士課程に入学 

１９７９年（３２歳） 
ハーバード大学政治経済学博士号取得 

１９８０年（３３歳） 

１９９７年（５０歳） 

東京大学法学部教授に就任。政治過程論講座を担当 

２００８年（６１歳） 
熊本県知事に就任、２０１６年再選（現在３期目） 

筑波大学社会工学系講師に就任。以後、助教授、教授昇任 

逆境の中にこそ夢がある 

過酷な 
環境 

外国人材に対する雇用環境等の 
抜本的な改革が必要 
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政治は可能性の芸術 不可能を可能に 

生活 
支援 

外国人材と共同経営できる人材を育てたい 

 ①入国技能要件の緩和 
 （「農業技術向上を志し かつ 震災復興支援を行う者」の入国・就労を許可） 

 ②生活環境の充実のための規制緩和 
 （公営住宅の活用、納税の負担軽減、送迎体制の整備など） 
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人材 
育成 

外国人材
との 

共同経営 

 

技能向上⇒日本・母国の農業振興 

雇い手・働き手＝WIN-WIN 

熊本地震からの創造的復興 

搾取的な  
 労働 

現在の 
外国人研修 

グローバルな農業人材の受入・育成 

熊本型特区 



復興のシンボル 
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東南アジア諸国との 
技術交流 

くまもと農業の強み 

農業技術習得 
カリキュラムの豊富さ 
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多彩な農畜産物の生産・加工・流通 



グローバル農業の戦略拠点の形成 

 

ヒト 

 

モノ 

震災復興に向けた外国人材の 
受入・育成体制の整備 

  熊本での実践 ⇒ 日本農業を牽引  
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中核 

 

技術 
農業技術イノベーションと 

技術交流の促進 

戦略的な輸出・インバウンド推進 

(ハラール規制緩和） (農業機械自動化等 
規制緩和） 

（生活環境の充実のための規制緩和） 

 

（入国技能要件の緩和） 

 



国の一歩先をいく森林管理システム 

【従来の制度】 

外国人技能 
実習制度 

熊本型特区 
事業 

 
生活 
支援 

“森林の担い手への集約化”と“新たな担い手参入の加速化”の実現へ 

 ①技能要件の緩和 
 （「農業技術向上を志し かつ 震災復興支援を行う者」の入国・就労を許可） 

 ②生活環境の充実のための規制緩和 
 （公営住宅の活用、納税の負担軽減、送迎体制の整備など） 
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人材 
育成 

共同
経営 

規制改革 

熊本農業の成長・創造的復興 
 

技能向上・母国の農業振興 

熊本独自の森林と施業の
集約化モデル事業 

国の新たな森林管理
システム 

全国に先駆け 
「森林版の中間管理機構」設置 

市町村主体 県域展開 



実現に向けた大胆な規制改革 

①県段階での 
「森林中間管理機構」の設置 

②所有者不明森林に対する
利用権設定、強制登記等 

③認定事業主の要件緩和 
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たから 

 
稼げる林業 

 

新規参入 
林業の 

世界産業化 

地域活性化 

森
林
集
約 ･

 

民
間
等
新
規
参
入 


